
 

1 

キーパーソン・ミーティング実施状況 

令和元年１０月２３日時点 

 

部会 所管課 実施日 キーパーソン 人数 

総務 

人権庶務課 令和元年 9月 4日 人権擁護委員（５人） 5 

人権庶務課 令和元年 9月 12日 

あさか女(ひと)と男(ひと)セミナー企

画・運営協力員（４人） 

5 

朝霞市男女平等推進事業企画・運営協

力員（１人） 

政策企画課 令和元年 9月 30日 あさか１００とも（４人） 4 

市民環境 

環境推進課 令和元年 7月 26日 環境審議会第３号委員（２人） 2 

環境推進課 令和元年 9月 3日 あさか環境市民会議（６人） 6 

地域づくり支援課 令和元年 9月 25日 
朝霞市コミュニティ協議会常任理事会 

正・副会長及び常任理事（１３名） 
13 

環境推進課 令和元年 9月 25日 美化推進員懇談会（７人） 7 

健康福祉         

都市建設 まちづくり推進課 令和元年 7月 4日 都市計画審議会委員（１０人） 10 

教育 

学校給食課 令和元年 7月 23日 親子料理教室参加者（親子で６４人） 64 

教育総務課 令和元年 8月 22日 教育委員会委員（４人） 4 

   計 120 

 

資料２－１２ 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
人権擁護委員（５人） 

開催日時 
令和元年９月４日（水） 

午後４時から午後５時まで 

開催場所 朝霞市役所 ３階 ３０２会議室 

実施部会 

実施課 
 総務部会 人権庶務課 

実施内容 

意見等 

・「人権教育・人権啓発」について、文部科学省の管轄の人権教育と 

 法務省の管轄の人権啓発が常に情報共有し、密接な関係性を築いて 

 いく必要があると思うので、関係部署の横のつながりの充実を図って 

 ほしい。 

 

・「人権教育・人権啓発」について、個別具体的事業としての人権教室 

 について対象者や回数などの充実を図っていくために協力していき 

 たい。例えば、幼稚園や保育園の実施も検討し、小さい時から人権に 

 触れる機会を提供していきたい。 

 

・事業評価として、推進の結果や目標数値については、具体的な数字も 

 必要であり、また、数値以外の評価があれば、事業協力をする中での 

 やりがいが出てくると思う。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 

あさか女
ひと

と男
ひと

セミナー企画・運営協力員（４人） 

朝霞市男女平等推進事業企画・運営協力員（１人） 

開催日時 
令和元年９月１２日（木） 

午前１１時１０分から午前１１時５０分まで 

開催場所 それいゆぷらざ（朝霞市女性センター） 

実施部会 

実施課 
総務部会 人権庶務課 

実施内容 

意見等 

・男女が平等に活躍できる社会に向けては、男性中心型労働慣行を見直

し、社会全体の働き方を変えなければならない。そのためには、意思決

定の場への女性の参画を拡大する必要がある。女性リーダーを育てるシ

ステムを構築し、まずは市役所から実践、市内事業所へも広めてほしい。 

 

・性の多様性が尊重される社会に向けては、児童期から学校教育の中で

意識づけをしていくことが非常に大切と思われる。小学校から、授業の

中で外部講師等を招いて学ぶ時間を設けてほしい。 

 

・市の事業について、よりわかりやすく市民が関心を持てるように、ま

た全ての市民に情報が行き届くように、内容や周知方法を工夫した広報

活動を心がけてほしい。 

 

・女性活躍推進については、社会全体の見直しが必要であり、女性管理

職を集め意見を出し合い育成していく、可視化することが必要。 

 

・男女平等については、人によって考え方に相違があるため、一人ひと

りの個性を認める社会、特性と個性を大事にし、チャンスが平等にある

ことを認識できる社会が必要である。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 

あさか１００とも（４人） 

※平成２９年度市民参画講座の受講生有志が結成した団体 

開催日時 
令和元年９月２７日（金） 

午前１０時４５分から午前１１時３０分まで 

開催場所 わ・和・輪の会 子ども食堂 

実施部会 

実施課 
総務部会 政策企画課 

実施内容 

意見等 

１．団体の目標（目指すあり方・理想の姿）について 

・ 地域をつくるチーム力アップ講座（平成２９年度政策企画課主催）

の受講生の有志により結成した団体で、習得したファシリテーショ

ン・スキルを生かし、ワークショップの企画・開催・運営等を行う。 

・ 埼玉県の中で朝霞をもっと光らせたいと思い活動している。 

２．現在の状況（目標に対する現在の到達点）について 

・ あさか１００ともの名称は、地域の中で１００人以上とのつながり

をつくっていこう、という意味を込めて付けたが、なかなか人との

つながりを増やせてない状況が続いている。 

・ 本年１１月に市民企画講座としてファシリテーション講座を主催す

る予定であり、そこで関心を持つ人とのつながりを増やすせること

を期待している。 

３．市への意見（目標実現のために求めたい支援等）について 

・ 会議スペースの充実（さいたま市市民活動サポートセンターのよう

に、予約不要で使える場所が増えると良い。コミュニティ活性化も

図られる。） 

・ 広報（市の広報チャネルを使って自分達が開催するイベントが周知

できるとよい。） 

・ 協働の推進（市の事業でファシリテーターとしての活用してほしい。

市民活動団体の活躍の機会を与えてほしい。） 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
朝霞市環境審議会第３号委員（２人） 

開催日時 
令和元年７月２６日（金） 

午後４時から午後４時２０分まで 

開催場所 朝霞市役所 別館５階 ５０１会議室 

実施部会 

実施課 
市民環境部 環境推進課 

実施内容 

意見等 

低炭素社会の推進における民間の事業者として実施している温暖化

対策への取り組みについて申し上げますと、事業所各フロアーの電球の

LED化及び空調等を含めた機器を新しいものへの順次交換、３フロア以

内のエレベーターの不使用による省エネ対策、夏季におけるエアコン使

用においては、室内設定温度２８度を目安するとともに、冷蔵庫の使用

禁止を従業員等に周知されています。また、電気ポットの廃止や事業所

で所有している車をハイブリット車に切り替えを行っているなど、様々

な対策を実施することにより、温室効果ガスの排出抑制に積極的に取り

組んでいます。 

 なお、朝霞市では、職員自らが事務事業の実施に伴い排出される温室

効果ガスの抑制、削減の取り組みとして、第３次朝霞市地球温暖化対策

実施計画を策定されていますが、今後については、市域全体としての計

画を策定をすることにより、深刻化している地球温暖化に対して、民間

の事業所等を含めた全体としての計画が必要であると考えます。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
あさか環境市民会議（６人） 

開催日時 
令和元年９月３日（火） 

午前１１時３５分から午後１２時００分まで 

開催場所 リサイクルプラザ ３階 会議室 

実施部会 

実施課 
市民環境部 環境推進課 

実施内容 

意見等 

〇自然環境の保全 

〇動植物の適切な保護と管理 

 

・ヒアリ、クビアカツヤカミキリなどの特定外来の名前や実態が、わか 

らない。市民に対する周知が必要。 

・最近は温暖化のためか、川で熱帯魚も見受けられる。外来種の動物は、 

決して外に放さないという周知も必要。 

・植物であれば、公共で管理されている場所（花壇等）については、外 

来植物は避け在来種を植えて欲しい。 

・公用地の草刈りなどについては、例えばイネ科の植物が実（種）が出 

来てから刈り取ると、広範囲に繁殖を促してしまうことがあるので 

時期についてはよく検討して欲しい。 

・朝霞に残る斜面林などをなるべく保全していきたい。本来、あるべき 

姿の「自然」について、周知、啓発が必要。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング 

対象人数  

朝霞市コミュニティ協議会常任理事会 

正・副会長及び常任理事 １３名 

開催日時  
令和 元年 ９月２４日（火） 

午後 ６時３５分から午後 ７時３０分まで 

開催場所  朝霞市役所 別館５階 大会議室手前 

実施部会  

実 施 課 
市民環境部会 地域づくり支援課 

実施内容  

意 見 等 

・広報「あさか」は、外国人市民世帯を含め全世帯に配布されているが、

外国人市民世帯では、日本語の内容を理解することが難しいので、今

後外国語表記の広報紙を作成したらどうか。 

 

・アパート等の所有者・管理会社は、物件の管理を第一と考えており、

地域コミュニティへの認識が低い。よって、所有者及び管理会社の地

域コミュニティへの認識を高めていく必要があるのではないか。 

 

・地域の中で生活していくうえでは、「ゴミの分別」など細かいルール

があるが、国や地域によっては「ごみの分別」というルールがない国

もある。外国人には、細かいルールを教えるよりよりも、最低限守っ

てもらいたいルールを決めるのが良いのではないか。 

 

・日本人は、昔から外国人との交流が少なく、「外国人とコミュニケー

ションを形成する。」という意識が低いので、日本人側の意識を改善

する必要がある。 

 

・現在の朝霞市多文化推進サポーター制度は、外国人の生活に密着した

制度とは言えないので、今後制度の充実及び活用の見直しが必要であ

る。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
美化推進員懇談会（７人） 

開催日時 
令和元年９月２５日（水） 

午前１０時００分から１０時２０分まで 

開催場所 朝霞台出張所 会議室 

実施部会 

実施課 
市民環境部 環境推進課 

実施内容 

意見等 

〇生活環境の保全について 

 

・県道東京朝霞線（陸上自衛隊朝霞駐屯地前）は、市境がはっきり 

わかるほど、朝霞側のみ雑草の繁茂がひどく、防犯上も危険なので、 

オリンピックを機に改善するかもしれないが、対応して欲しい。 

・電気、水道、ガスの節約やプラスチックゴミの減量について、また緑 

化保全など、市民への啓発が重要。 

・ヘリコプターの騒音（自衛隊）が最近多いように感じるがどうしたら 

よいか。 

・防災行政無線は全く内容が聞き取れないのでどうにかして欲しい。 

・ブロック塀の対策はすすんでいるのか、市内のブロック塀が早く生垣 

に代わって安全なまちになって欲しい。 

 

 ⇒「生活環境」となると、環境推進課の範疇に限らず、庁内のあらゆ 

る部署に及ぶため、横の情報共有、連携が重要と思われた。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
令和元年度第１回朝霞市都市計画審議会の出席委員（１０人） 

開催日時 
令和元年７月４日（木） 

午後２時から午後３時３０分まで 

開催場所 朝霞市保健センター １階 検診室１ 

実施部会 

実施課 
都市建設部会 まちづくり推進課 

実施内容 

意見等 

（都市計画道路岡通線の事業認可） 

・住民説明会の開催に当たっては、十分な周知を行ってほしい。 

・自転車道の整備予定など、市民の関心がありそうなことは、住民説

明会で説明を行った方が良い。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
親子料理教室参加者（親子で６４人） 

開催日時 
令和元年７月２３日（火）から７月２９日（月） 

午前１０時から午後１時まで 

開催場所 溝沼学校給食センター 

実施部会 

実施課 
教育部会 学校給食課 

実施内容 

意見等 

・学校給食について、成長期に必要な栄養を摂取することや、旬の食材、

季節の行事食を味わうことなどが大切だと感じている。 

 

・正しい食生活を実践できる児童生徒を育成（食育）の学習として、栄

養バランスの取れた食事についてや、給食がどのように作られている

か、好き嫌いなく食べることについて希望している。 

 

・学校給食の今後について、安心・安全な給食の提供、給食献立の充実

（ふるさとの料理、旬の食材を使った料理等）が必要である。 

 

・自校給食の良さについて、温かくて美味しいこと、また身近で調理の

様子が見られることがある。 
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キーパーソン・ミーティング 実施報告 

ヒアリング対象 

人数 
教育委員会委員（４人） 

開催日時 
令和 元年 ８月２２日（木） 

午後 ２時３５分から午後 ２時５０分まで 

開催場所 朝霞市役所 別館２階 第１委員会室 

実施部会 

実施課 
教育部会 教育総務課 

実施内容 

意見等 

・学校教育の（２）確かな学力と自立する力の育成の④「学校ＩＣＴを

活用した情報教育の推進」については、朝霞市では推進してきています

が、国からさらなる推進を求められている中で、どのように表記するか

検討してください。 

・学校教育の（１）朝霞の次代を担う人材の育成の⑦「小学校と幼稚園・

保育園の連携の推進」とあるが、こども園の表記を入れた方がよいので

はないでしょうか。 

・本年度からコミュニティ・スクールが始まっていますが、学校教育の

（４）学校・家庭・地域が連携した教育の推進の①「学校・家庭・地域

が一体となった教育力の向上」に含まれると思いますので、どのように

記載するか検討してください。 

・（３）質の高い教育を支える教育環境の整備充実の②「子どもたちの

安全・安心の確保」と（４）学校・家庭・地域が連携した教育の推進の

①「学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上」については、薬物

依存防止の取り組みなどの面で密接な関係があるため、事務事業におい

てどのようにするか精査していただきたい。 

・教員の働き方改革については、（３）質の高い教育を支える教育環境

の整備充実の①「教職員の資質・能力の向上」に含まれると思うが、ど

のように表記がいいのか検討していただきたい。 

 


